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１，鉄塔







4（参考資料）工程短縮について①

 倒木等により電線の絡まり状況が確認できなかったことから、撤去において長期間を要すると想定。

（電線の撤去工事のみで約30日を想定）

 作業員の増員により伐採を早期に実施。電線の絡まりが無かったため電線を引き抜く工法を適用

でき撤去工事を短縮できた。（2週間程度短縮）

№79の状況 №78～№79（谷）の状況
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２，電柱



102-1．再発防止対策（電柱）

台風15号の影響による電柱損壊は、倒木や建物の倒壊
、看板等の飛来物、土砂崩れ等地盤影響による二次被
害（一部推定含む）であったことから、当社としては引き
続き、定期巡視や点検にて設備の健全性を確認し適切
な設備更新を行っていく。

 倒木対策
自治体や道路管理者等の関係行政機関と倒木未
然防止のための計画伐採の取り組みについて協議
する。なお，自治体との協議を開始し協議整い次第
順次協定等を締結し向こう3年以内に完了を目指す。

 飛来物対策
看板等の飛散防止ＰＲとして，台風襲来シーズン
前にはTVやラジオなどのメディアによる注意喚起につ
いて協力依頼を各社にお願いしているところ。また、台
風襲来が予測されるときは、都度、SNSやHPを活用
した注意喚起を実施するなど、二次被害防止に努め
ていく。なお注意喚起の文例を現在作成中。


